
■日時 ２０２３年（令和５年）５月２７日（土）
１４時～１６時（開場：１３時３０分）

■場所 兵庫県弁護士会館 ４階講堂
（神戸市中央区橘通１－４－３）
ＪＲ神戸駅・高速神戸駅下車徒歩７分
※会場へは公共交通機関をご利用ください。

■参加無料・会場定員先着１００名

■内容
★ひょうご訴訟について
★判決に向けて
★最高裁判決に学ぶ 等
発言者
・ひょうご訴訟原告
・渡部寛志さん（原発賠償えひめ訴訟原告）
・田辺保雄弁護士（原発賠償京都弁護団）

■Ｚｏｏｍミーティングによるオンライン配信をします
オンライン参加については、どなたでも１００名まで参加可能です。
下記のＵＲＬもしくは右記ＱＲコードから事前登録をお願いいたします。
登録者数が１００名に達するとご参加いただくことができませんので，
あらかじめご了承ください。
登録時に入力いただいたメールアドレス宛に確認メールが届きます。
当日は、確認メール内に記載のあるＵＲＬよりご参加ください。

Ｚｏｏｍによるオンライン参加事前登録ＵＲＬ：

https://us06web.zoom.us/j/83694826037?pwd=RUZuYm54M3Zab1VaN0haa1FzUU9idz09

主催：兵庫県弁護士会 問い合わせ先：０７８－３４１－７０６１

２０１１年（平成２３年）３月１１日に発生した東日本大震災により、福島第一原発事故

が発生してから１２年を迎えます。
福島第一原発事故では、避難指示区域内外を問わず、福島県をはじめとする広範な地域か

ら原発事故による放射線汚染をおそれ、全国に避難した方が多くおられ、避難による苦難の
内容は多岐にわたります。
このような状況のなか、兵庫県に避難されている方が、国と東京電力に対し損害賠償を求

める原発避難者損害賠償請求訴訟を、２０１３年（平成２５年）９月に神戸地裁へ提訴しま
した。
提訴から１０年が経過する本年５月３０日（火）に兵庫県における原発避難者訴訟が最終

弁論を迎え，結審する見込みとなったことから、この機会に改めて、国と東京電力に対し損
害賠償を求めた原発避難者損害賠償請求訴訟がどのようなものであったか。避難者の方の苦
労などをお聞きするため学習会を開催することにいたしました。
本学習会では、ひょうご・えひめ訴訟の原告の方や京都弁護団の田辺弁護士をお招きし、

原発問題に関する報告をいただきます。
みなさま、ぜひ奮ってご参加下さい。

ひょうご原発避難者訴訟
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